
平成27年度施工に向けて検討していく。（藤森教育部長）Ａ

町民会館のトイレを洋式にQ 沖田ゆかり議員

高
齢
者
の
利
用
も
多
く
洋
式
ト
イ

レ
に
改
修
を
要
望
す
る
声
が
多
数
あ

り
、
平
成
24
年
の
９
月
議
会
に
お
い

て
も
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
検
討
を
行
な
っ
た
の
か
。

町
民
会
館
は
、
平
成
24
年
度
に
講

堂
横
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
に
改
修
し

た
が
、
平
成
24
年
度
、
町
民
会
館
舞

台
音
響
設
備
改
修
工
事
、
平
成
25
年

度
、
町
民
体
育
館
改
修
工
事
、
平
成

26
年
度
、
町
民
会
館
舞
台
照
明
改
修

工
事
等
、
各
施
設
重
要
度
の
高
い
工

事
を
優
先
し
て
行
っ
て
お
り
、
現
時

点
で
は
町
民
会
館
内
の
そ
の
他
の
ト

イ
レ
改
修
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
施
設
利
用
者
か
ら
洋
式

ト
イ
レ
を
要
望
す
る
声
も
多
く
聞
い

て
お
り
、
館
内
の
利
用
頻
度
の
高
い

ト
イ
レ
か
ら
順
次
洋
式
化
に
改
修
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
町
民
会
館
は
、
乳
幼
児
と

と
も
に
利
用
さ
れ
る
方
も
多
く
、
１

階
多
目
的
ト
イ
レ
内
に
赤
ち
ゃ
ん
の

お
む
つ
替
え
用
の
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
や

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
の
設
置
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。
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７
月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
、

福
井
県
お
お
い
町
に
あ
る
﹁
道

の
駅 

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
﹂
及

び
京
都
府
南
丹
市
に
あ
る
﹁
道

の
駅 

京
都
新
光
悦
村
﹂
を
訪

問
し
研
修
を
行
な
っ
た
。

研
修
で
は
、
地
元
の
農
産
物

や
特
産
品
の
直
売
機
能
や
観
光

案
内
機
能
を
持
っ
た
道
の
駅
を

整
備
す
る
こ
と
で
集
客
を
図

り
、
賑
わ
い
を
創
出
し
、
地
域

産
業
の
振
興
と
活
性
化
に
繋
げ

る
手
法
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

８
月
18
日
、
19
日
の
２
日
間
、

大
分
県
豊
後
高
田
市
及
び
熊
本

県
益
城
町
を
訪
問
し
研
修
を
行

な
っ
た
。

大
分
県
豊
後
高
田
市
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
学
力
の
定
着
や

体
力
づ
く
り
の
機
会
の
提
供
を

目
的
に
開
塾
さ
れ
て
い
る
﹁
学

び
の
21
世
紀
塾
﹂
に
つ
い
て
、

ま
た
、
熊
本
県
益
城
町
で
は
、

教
育
の
質
の
向
上
を
目
的
に
全

国
で
初
め
て
導
入
し
た
﹁
教
育

ク
ラ
ウ
ド
﹂
に
つ
い
て
研
修
を

行
っ
た
。

８
月
22
日
﹁
広
島
県
町
議
会

議
員
研
修
会
﹂
が
開
催
さ
れ
、

多
数
の
議
員
が
参
加
し
た
。

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
教
授
の
岡
田
知
弘
氏
に
よ

る
﹁
道
州
制
論
・
自
治
体
消
滅

論
に
対
抗
し
て
、
い
か
に
地
域

を
再
生
す
る
か
に
つ
い
て
﹂。

ま
た
午
後
か
ら
は
、
政
治

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
泉
弘
氏
に

よ
る
﹁
改
造
、
北
朝
鮮
、
消
費

税…

順
風
安
倍
政
権
も
秋
は
正

念
場
﹂
に
つ
い
て
講
演
を
受
け

た
。

▲道の駅 京都新光悦村での研修

▲豊後高田市での研修

▲岡田知弘氏による講演

第14回

「
松
浦
数
人
翁
頌
徳
碑
」

大きさ　縦：285㎝、横：247㎝
碑　文（表）松浦数人翁頌徳碑
　　　（裏）昭和五十年二月吉日 建之

▲縦：157㎝、横：197㎝

取
材
／
民
法
・
時
光
・
片
川
・
沖
田

～ 松浦数人翁頌徳碑 ～～ 松浦数人翁頌徳碑 ～

産
業
建
設
委
員
会

文
教
委
員
会

広
島
県
町
議
会
研
修
会

議
会
・
委
員
会
活
動
等
紹
介

矢
野
峠
︵
平
谷
地
区
︶
に
は
松

浦
数
人
氏
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

氏
は
明
治
三
十
四
年
熊
野
町
井

上
友
太
郎
氏
の
三
男
と
し
て
、
生

ま
れ
長
じ
て
呉
市
栃
原
町
松
浦
家

に
入
籍
、
資
性
洵
に
誠
実
温
且
厳

果
断
実
行
の
人
物
に
し
て
昭
和
六

年
、
弱
冠
二
十
九
才
昭
和
村
会
議

員
に
初
当
選
同
廿
一
年
昭
和
村
村

長
と
な
り
後
推
さ
れ
て
安
芸
郡
町

村
会
会
長
を
勤
め
更
に
広
島
県
議

会
議
員
に
連
続
六
期
当
選
し
政
界

に
在
る
こ
と
実
に
四
十
有
余
年
そ

の
間
大
衆
庶
民
と
倶
に
歩
む
政
治

家
と
し
て
汎
く
慈
父
の
如
く
敬
慕

せ
ら
る
県
会
議
員
在
任
中
は
副
議

長
、
経
済
常
任
委
員
長
、
決
算
並

公
害
対
策
特
別
委
員
長
を
歴
任
他

に
在
り
て
は
広
島
県
農
業
会
議
会

長
、
畜
産
農
協
連
合
会
会
長
の
要

職
に
在
り
、
特
に
戦
後
食
糧
政
策

並
に
農
政
に
就
い
て
は
敏
腕
を
振

る
い
就
中
県
営
団
地
を
誘
致
建
設

に
当
っ
て
は
政
治
生
命
を
賭
し
て

尽
力
せ
ら
れ
そ
の
功
績
や
実
に
大

な
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

四
十
八
年
十
月
逝
去
さ
れ
多
年
に

亘
る
功
績
に
対
し
昭
和
三
十
五
年

藍
綬
褒
賞
、
更
に
同
四
十
七
年
従

五
位
勲
三
等
、
同
四
十
八
年
正
五

位
を
賜
る
茲
に
有
志
諸
彦
の
賛
同

を
得
頌
徳
碑
を
建
立
し
永
く
そ
の

得
を
偲
び
功
を
讃
え
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

熊
野
町
郷
土
史
研
究
会

熊
野
町
の
碑
文
よ
り


